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令和 5 年度事後調査報告書要約書_ 六甲アイ ラ ンド 南建設事業 

 

 

１ ． 事業の概要（ P. Ⅰ-1～5）  

（ １ ） 事業者 

   ・ 国土交通省近畿地方整備局 

   ・ 神戸市 

   ・ 大阪湾広域臨海環境整備センタ ー 

（ ２ ） 対象事業の名称 

   六甲アイ ラ ンド 南建設事業 

（ ３ ） 対象事業の種類及び規模 

   種類： 公有水面の埋立て（ 面積 286ha）  

      防波堤の建設 第八南防波堤 延長 1, 200m 

             第九防波堤  延長   600m 

      管理型廃棄物最終処分場の整備（ 面積 88ha）  

（ ４ ） 対象事業の位置 

   神戸市東灘区向洋町地先水面 

 

図Ⅰ-2-1 計画予定位置図            図Ⅰ-3-1 事業位置図 

  

 

神戸沖 
埋立 

処分場 

潜堤築造及び 
浚渫土によ る 埋立場所 
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２ ． 環境に及ぼす行為等と 環境要素の関連表（ P. Ⅰ-6）  

表Ⅰ-3-1 行為等と 環境要素の関連表 

 

※ ○： 影響が考えら れる環境要素 

△： 若干影響が考えら れる環境要素 

 

３ ． 工事計画（ P. Ⅰ-7～10）  

（ １ ） 事業期間  着手日： 平成 10 年 2 月 2 日 ～ 完了予定： 令和 13 年 3 月 

表Ⅰ-3-2 工事工程 

 

 

（ ２ ） 工事内容（ 令和 5 年度）  

表Ⅰ-3-3 工事の内容（ 令和 5 年度）  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ ． 廃棄物の埋立については、 平成 13 年 12 月 21 日に処分場護岸が完成し 、  

平成 14 年 1 月 7 日より 受入れを 行っ ている。  
※２ ． 防波堤建設については、 令和 5 年度は行わなかっ た。  
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護 岸 ・ 防 波 堤 築 造 ○ ○  ○         △    

埋 立 て 

( 廃棄物の埋立てを 含む) 
○ ○  ○   ○      △    

建 設 資 材 等 の 運 搬 ○   ○ ○            

存

在 
埋 立 地 ・ 防 波 堤  ○         ○ △ △ ○ △ △ 

供

用 

施 設 の 稼 働 ○ ○  ○   △ △     △    

自 動 車 の 走 行 ○   ○ ○            

工事種別 主な 作業内容 主な建設機械 

 
廃 棄 物 の 埋 立 

 

揚陸、 ﾍﾞ ﾙﾄｺﾝﾍﾞ ｱ、 ﾀﾞ ﾝﾌﾟ ﾄﾗｯｸによ る
運搬及びﾌﾞ ﾙﾄﾞ ｻー゙ 等によ る 整地 

ベルト コ ン ベア 
バッ ク ホウ 
ブ ルド ーザ 等 

潜 堤 築 造 裏込工 リ ク レ ーマ船 等 

護 岸 築 造 
基礎工（ 捨石工）、 被覆工( 被覆ブ ロ

ッ ク ) 、 裏込工 

起重機船 

ガッ ト 船 等 

土 砂 投 入 埋立工 
ガッ ト バージ 船 

土運船 等 
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（ ３ ） 工事場所（ 令和 5 年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ-3-4( 1)  護岸築造・ 埋立場所の平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ-3-3 廃棄物埋立場所（ 神戸沖埋立処分場） の平面図 
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４ ． 令和 5 年度事後調査の概要（ P. Ⅰ-12～15）  

（ １ ） 工事中 

 

表Ⅰ-4-1 環境調査及び施設調査の概要（ 工事中）  

内容 
 

項目 

環 境 調 査 

施 設 調 査 

調査項目 調査頻度・ 時期 

大気質 

二酸化硫黄(SO2)・  
二酸化窒素(N O2)・  
浮 遊 粒 子 状 物 質
(SPM )・ 風速・ 風向 

通年調査 
令和 5 年 4 月 

～ 
令和 6 年 3 月 

建設機械の稼働状況 

環境保全措置の実施状況 

騒 音 

建設作業騒音の中央
値(L 50)・ 90% レ ン ジの
上下端値(L 5/L 95)・ 等価
騒音レ ベル(Leq) 

1 回 令和 5 年 6 月 建設機械の稼働状況 

水 質 

水温・ 色相・ 透明度・
濁 度 ・ 水 素 ｲｵﾝ濃 度
(pH )・ 浮遊物質量(SS) 

月 1 回 
令和 5 年 4 月 

～ 
令和 6 年 3 月 

建設機械の稼働状況 

環境保全措置の実施状況 

化 学 的 酸 素 要 求 量
(COD ) ・ 溶 存 酸 素 量
(DO)・ 全窒素(T-N )・ 全
燐(T-P)・ n-ﾍｷｻﾝ抽出物
質 

年 4 回 

令和 5 年 5 月 
8 月 

11 月 
令和 6 年 2 月 
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（ ２ ） 廃棄物受入時 

表Ⅰ-4-2 環境調査及び施設調査の概要（ 廃棄物受入時）  

 

内容 
 

項目 

環 境 調 査 
施 設 調 査 

調査項目 調査頻度・ 時期 

大
気
質 

大気質 

二酸化硫黄(SO2)・  
二酸化窒素(N O2)・  
浮遊粒子状物質(SPM )・ 風
速・ 風向 

通年調査 
令和 5 年 4 月 

～ 
令和 6 年 3 月 

 

粉じ ん 粉じ ん量 年 2 回 
令和 5 年 8 月 
令和 6 年 2 月 

建設機械の稼働状況 
環境保全措置の実施状況 

水 
 

 

質 

周
辺
海
域 

気温・ 水温・ 透明度・ 色相・
水素ｲｵﾝ濃度(pH )・ 化学的酸
素要求量(COD)・ 溶存酸素量
(DO)・ 浮遊物質量(SS)・ 全窒
素(T-N )・ 濁度・ 塩分・ ｸﾛﾛﾌｨ
ﾙ a ・ 不揮発性浮遊物質量
(FSS)・ ｱﾝﾓﾆｱ性窒素(N H 4-N ) 

月 1 回 
令和 5 年 4 月 

～ 
令和 6 年 3 月 

環境保全措置の実施状況 健康項目 
(ｶﾄﾞ ﾐｳﾑ等の全 25 項目) 

年 2 回 
令和 5 年 8 月 
令和 6 年 2 月 

全燐(T-P)・ n-ﾍｷｻﾝ抽出物質・
大腸菌数・ 燐酸性燐(PO4-P)・
特殊項目 
(ﾌｪﾉ ﾙー類等の全 6 項目) 

年 4 回 

令和 5 年 5 月 
8 月 

11 月 
令和 6 年 2 月 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉ ﾙー・ 直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞ ﾝｾ゙ ﾝｽ
ﾙﾎﾝ酸 

年 1 回 令和 5 年 8 月 

内
水
及
び
放
流
水 

水温・ pH ・ COD・ SS 週 1 回 
令和 5 年 4 月 

～ 
令和 6 年 3 月 

廃棄物の受入状況 
 
排水処理施設の稼働状況 

T-N ・ N H 4-N  月 1 回 
令和 5 年 4 月 

～ 
令和 6 年 3 月 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質・ 大腸菌群
数・ T-P・ 有害物質 
(ｶﾄﾞ ﾐｳﾑ等の全 28 項目 
内水は 1,3-ｼﾞ ｸﾛﾛﾌﾟ ﾛﾍﾟ ﾝ、 ﾁｳ
ﾗﾑ等農薬を 除く 24 項目)・ 特
殊項目(ﾌｪﾉ ﾙー類等の全 6 項
目) 

年 2 回 
(内 水) 

令和 5 年 8 月 
令和 6 年 2 月 

年 4 回 
(放流水) 

令和 5 年 5 月 
8 月 

11 月 
令和 6 年 2 月 

ダイ オキシン類 年 4 回 

令和 5 年 5 月 
8 月 

11 月 
令和 6 年 2 月 

底質 

粒度組成・ 中央粒径値・ 含泥
率・ pH・ 含水率・ COD･強熱
減量・ 全硫化物(T-S)・ T-N・
T-P・ 有機塩素化合物・ 溶出
量試験 

(ｶﾄﾞ ﾐｳﾑ等の全 28 項目) 

年 4 回 

令和 5 年 5 月 
8 月 

11 月 
令和 6 年 2 月 

―――― 

悪臭 
特定悪臭物質(ｱﾝﾓﾆｱ等の全
22 項目)、 官能試験(臭気指
数) 

年 1 回 令和 5 年 8 月 
建設機械の稼働状況 
廃棄物の受入量 
環境保全措置の実施状況 

植物・  
動物 

植物プラ ン ク ト ン・  
動物プラ ン ク ト ン・  
魚卵・ 稚仔魚・  
底生生物・  
付着生物 

年 4 回 

令和 5 年 5 月 
8 月 

11 月 
令和 6 年 2 月 

―――― 
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５ ． 事後調査結果 

（ １ ） 大気質（ 工事中及び廃棄物受入時）（ P. Ⅱ-1～15）  

（ i ） 調査結果の評価 

 ・ 環境保全目標の維持達成に支障を及ぼし ていない。  

 ・ 適切に環境保全措置を講じ ている。  

 ・ 以上より 、 事業者と し て可能な限り 環境影響の回避低減が図れていると 考える。  

 

（ i i ） 調査結果まと め 

 項目 時期 観測地点 結果 

S
O

2
、

N
O

2
、

S
PM

 

環
境
調
査 

SO2、 NO2、 SPM 通年 1 地点 

（ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ

大気測定局）  

・ いずれも 環境基準を満足し た 

・ 本事業による著し い影響は確認さ

れなかっ た。  

施
設
調
査 

建設機械の稼働状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 護岸築造・ 潜堤築造・ 土砂投入作業、

廃棄物の埋立作業における 稼働建

設機械を調査し た。  

環境保全措置の実施状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 良質な燃料の使用、低公害型機種の

採用に努める等を実施し た。  

粉
じ
ん 

環
境
調
査 

粉じ ん量 夏季（ R5. 8. 28）

冬季（ R6. 2. 14）

夏季 1 地点 

冬季 2 地点 

（ 風下地点）  

・ 夏季は 0. 01～0. 04mg/㎥、 冬季は

0. 03～0. 05mg/㎥で規制基準値

（ 1. 5mg/㎥） を下回っ た 

施
設
調
査 

建設機械の稼働状況  夏季（ R5. 8. 28）

冬季（ R6. 2. 14）

事業区域内 ・ 廃棄物の埋め立て工事中の建設機

械の稼働状況等を調査し た。  

環境保全措置の実施状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 建設機械の整備点検、ベルト コ ンベ

アに被いを 設ける こ と 、 埋立現場

への散水等を実施し た。  

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-1-1 大気質調査地点位置図         Ⅱ-1-3 粉じ ん量調査地点位置図 

＜凡   例＞ 

▲： 大気質調査地点 
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（ ２ ） 騒音（ 工事中）（ P. Ⅱ-16～21）  

（ i ） 調査結果の評価 

 ・ 特定建設作業に伴っ て発生する騒音レベル( LA5) は規制基準を下回っ た。  

 ・ 建設機械は整備点検を十分行い、 適切に環境保全措置を講じ ている。  

 ・ 以上より 、 事業者と し て可能な限り 環境影響の回避低減が図れていると 考える。  

 

（ i i ） 調査結果まと め 

 項目 時期 観測地点 結果 

環
境
調
査 

建設作業騒音 R5. 6. 6 1 地点 

（ 最接近する

住居地点）  

・ 工事実施時間帯の時間率騒音レベ

ル( LA5) の最大値は 63dBで、 規制

基準（ 85dB） を下回っ た。  

施
設
調
査 

建設機械の稼働状況 R5. 6. 6 事業区域内 ・ 護岸築造・ 潜堤築造・ 土砂投入にお

ける稼働建設機械を調査し た。  

環境保全措置の実施状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 建設機械は整備点検を十分行う 等、

適切に環境保全措置を講じ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-2-1 騒音調査地点位置図 

 

（ ３ ） -１  水質（ 工事中）（ P. Ⅱ-22～41、 83～84、 87～109）  

（ i ） 調査結果の評価 

 ・ pH、 COD、 DO、 T-N、 T-Pの一部で環境基準値を、 DOの一部で海域特性値に適合し ない値が検出

さ れたが、 本調査海域の周辺を含めた海域の全般的な状況であり 、 工事影響によるも のと は

考えづら い。  

 ・ 潜堤築造、 護岸築造、 土砂投入にあたっ ては、 定期的に水質検査を行い、 周辺海域の環境監視

に努めている。  

 ・ 以上より 、 事業者と し て可能な限り 環境影響の回避低減が図れていると 考える。  
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（ i i ） 調査結果まと め 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

一般項目 

( 気温、 水温、

色相、 透明度)  

月 1 回 8 地点 

( 工事 No. 2～9)  ― 

生活環境項目 

（ 7 項目）  

（ pH、 COD、

DO、 SS、 T-N、

T-P、 n-ヘキサ

ン抽出物質）  

月 1 回 

又は 

年 4 回 

8 地点 

( 工事 No. 2～9)  

・ 環境基準値に対し ては、 pH、 COD、

DO、 T-N、 T-Pで一部の検体が不適合

で、 その他は全ての検体が適合 

・ 海域特性値に対し ては、 DOの一部の検

体が不適合で、 その他は全ての検体が

適合 

・ 比較対象地点や経年変化と 比較し たと

こ ろ 、 環境基準値及び海域特性値の不

適合は調査海域の周辺を含めた海域全

般的な状況であり 、 工事影響によるも

のと は考えづら い。  

その他 

（ 濁度）  

年 4 回 8 地点 

( 工事 No. 2～9)  
― 

施
設
調
査 

建設機械の稼働状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 護岸築造、 潜堤築造、 土砂投入作業に

おける稼働建設機械を調査し た。  

環境保全措置の実施状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 潜堤築造、 護岸築造、 土砂投入にあた

っ ては、 定期的に水質検査を行い、 周

辺海域の環境監視に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ-4-4 水質調査地点（ 工事中）  

 

＜凡 例＞

●： 水質調査地点
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（ ３ ） -２  水質（ 廃棄物受入時）（ P. Ⅱ-42～82、 85～86、 110～129）  

（ i ） 調査結果の評価 

 ・ 廃棄物受入時の水質調査結果は、 pH、 COD、 DO、 T-N、 T-Pの一部で環境基準値を、 DOの一部で

海域特性値を 満足し ない値が検出さ れたが、 調査海域の周辺を 含めた海域の全般的な状況で

あり 、 廃棄物受入の影響によるも のと は考えづら い。  

 ・ 緩傾斜護岸の設置や先行事業である尼崎沖、 泉大津沖埋立処分場の調査研究から 得ら れた成

果を 活用し た内水ポンド や排水処理施設の適正な維持管理に努めるこ と によ り 、 環境影響の

回避・ 低減を講じ ている。  

 ・ 以上より 、 事業者と し て可能な限り 環境影響の回避低減が図れていると 考える。  

 

（ i i ） 調査結果まと め 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

一般項目 

( 気温、 水温、 色

相、 透明度)  

月 1 回 

 

4 地点 

( 廃棄物 No. 1～4)  ― 

生活環境項目 

（ 10 項目）  

（ pH、 COD、 DO、

SS、 T-N、 T-P、 n-

ﾍｷｻﾝ抽出物質、 大

腸菌数、 ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰ

ﾙ、 直鎖ｱﾙｷﾙﾍ゙ ﾝｾ゙

ﾝｽﾙﾎﾝ酸）  

月 1 回 

 ～ 

年 4 回 

4 地点 

( 廃棄物 No. 1～4)  

・ 環境基準値に対し ては、 pH、 COD、

DO、 T-N、 T-Pの一部の検体が不適

合で、 その他は全ての検体が適合 

・ 海域特性値に対し ては、 DOの一部

の検体が不適合で、 その他は全て

の検体が適合 

・ 比較対象地点や経年変化と 比較し

たと こ ろ、 環境基準値及び海域特

性値の不適合は調査海域の周辺を

含めた海域全般的な状況であり 、

廃棄物受入の影響によるも のと は

考えづら い。  

健康項目 

（ 25 項目）  

年 2 回 4 地点 

( 廃棄物 No. 1～4)  

・ 検出さ れた項目は硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素のみであり 、 全ての

項目について環境基準値を下回っ

ていた。  

 

特殊項目 

（ 6 項目）  

（ ﾌｪﾉ ﾙー類、 銅、

亜鉛、 溶解性鉄、

溶解性ﾏﾝｶﾞ ﾝ、 ｸﾛ

ﾑ）  

年 4 回 4 地点 

( 廃棄物 No. 1～4)  

・ 検出さ れた項目はなかっ た。  
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その他 

（ 6 項目）  

（ 濁度、 塩分、 ｸﾛ

ﾛﾌｨﾙa、 FSS、

NH4-N、 PO4-P）  

月 1 回 4 地点 

( 廃棄物 No. 1～4)  

― 

内水・ 放流水 

（ 一般項目）  

週 1 回 事業区域内 
― 

内水・ 放流水 

（ 生活環境項目）  

内水：  

週 1 回～ 

年 2 回 

放流水：  

週 1 回～ 

年 4 回 

事業区域内 ・ 全ての項目で環境保全目標の基準

に適合し ていた。  

内水・ 放流水 

（ 有害物質）  

内水：  

 年 2 回 

放流水：  

 年 4 回 

事業区域内 ・ 全ての項目で環境保全目標の基準

に適合し ていた。  

内水・ 放流水 

（ 特殊項目）  

内水：  

 年 2 回 

放流水：  

 年 4 回 

事業区域内 ・ 全ての項目で環境保全目標の基準

に適合し ていた。  

内水・ 放流水 

（ ﾀﾞ ｲｵｷｼﾝ類）  

年 4 回 事業区域内 ・ 全ての項目で環境保全目標の基準

に適合し ていた。  

施
設
調
査 

廃棄物の受入状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 水質調査を実施し た日の廃棄物の

受入状況を調査し た。  

環境保全措置の実施状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 廃棄物受入時にベルト コ ンベアに

被いを設け、 適宜散水を行いなが

ら 揚陸・ 運搬・ 整地作業を行い、

廃棄物の飛散防止に努めた。  

排水処理施設の稼働状況  令和 5 年度 事業区域内 ・ 異常なく 運転し ており 、 放流水の

水質調査結果も 環境保全目標に適

合し ていた。  



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ-4-5 水質調査地点（ 廃棄物受入時）  

 

（ ４ ） 底質（ 廃棄物受入時）（ P. Ⅱ-130～138）  

（ i ） 調査結果の評価 

 ・ 水底土砂に係る判定基準の全ての項目で基準値を満足し ていた。  

 ・ 適正な排水処理を行う こ と ができ ていると 考えている。  

 ・ 以上より 、 事業者と し て可能な限り 環境影響の回避低減が図れていると 考える。  

 

（ i i ） 調査結果まと め 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

粒度試験 

（ 3 項目）  

R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

4 地点 

( 廃棄物 No. 1～No. 4)  

・ 全ての地点の粒度組成は概

ね同様であり 、 大半がシル

ト 、 粘土であっ た。  

・ 含泥率（ シルト ＋粘土） は

100％に近かっ た。  

含有量試験 

（ 8 項目）  

R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

4 地点 

( 廃棄物 No. 1～No. 4)  

・ 地点間に大きな濃度の違い

はなかっ た。  

溶出量試験 

（ 28 項目）  

R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

4 地点 

( 廃棄物 No. 1～No. 4)  

・ 亜鉛、 ふっ 化物、 バナジウ

ムが検出さ れた。  

・ その他の項目は定量下限値

未満であっ た。  

＜凡   例＞ 

●： 水質調査地点 

◎： 排水処理施設 内水水質調査地点 

○： 排水処理施設 放流水水質調査地点 
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図Ⅰ-4-6 底質調査位置図 

 

 

（ ５ ） 悪臭（ 廃棄物受入時）（ P. Ⅱ-139～144）  

（ i ） 調査結果の評価 

 ・ 臭気指数と 全ての特定悪臭物質の濃度が定量下限値未満であっ た。  

 ・ 以上より 、 事業者と し て可能な限り 環境影響の回避低減が図れていると 考える。  

 

（ i i ） 調査結果まと め 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

特定悪臭物質試験 

（ 22 項目）  

R5. 8. 28 1 地点 ・ すべて定量下限値未満であっ た。  

・ 環境保全目標に適合し ていた。  

官能試験 

（ 1 項目）  

R5. 8. 28 1 地点 ・ すべて定量下限値未満であっ た。  

・ 環境保全目標に適合し ていた。  

施
設
調
査 

建設機械の稼働状況 R5. 8. 28 事業区域内 ・ 廃棄物の埋立てにおける 稼働建設

機械を調査し た。  

環境保全措置の実施状況 令和 5 年度 事業区域内 ・ 建設機械の整備点検、ベルト コ ンベ

アに被いを 設け、 埋立現場への散

水等を実施し た。  

廃棄物の受入量 令和 5 年度 事業区域内 ・ 悪臭測定日の廃棄物の受入量、月間

の廃棄物受入量を調査し た。  

 

＜凡 例＞

☆： 底質調査地点
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図Ⅱ-5-1 悪臭観測位置図 

 

 

（ ６ ） 植物・ 動物（ 廃棄物受入時）（ P. Ⅱ-145～188）  

（ i ） 調査結果の評価 

 ・ 多く の季節で出現種は異なるが、環境影響評価時と 概ね同一の種群が優占種と なっ ており 、ほ

ぼすべての項目でその出現種数は同等又は増加の傾向にある。  

 ・ こ れまでの調査結果と 比較し ても 、 種類数、 個体数、 湿重量に増減はあるも のの、 一定の範囲

で確認さ れるこ と から 、 本事業による生態系への影響は少ないと 考えら れる。  

 ・ 項目ごと に着目すると 、 環境影響評価時と 現在で、 出現種の変化や出現数の増減が見ら れた

が、 こ れら の要因については、 調査時期の海水温、 塩分濃度、 栄養塩類など、 本事業以外の影

響によると こ ろ も 大き く あると 推察さ れる。 こ れら の影響調査も 踏まえて、 今後も 継続し た

調査が必要である。  

 ・ 令和 5 年度は、 兵庫県ﾌﾞ ﾗｯｸﾘｽﾄ 2010（ 2023 改訂版） 及び神戸版ﾌﾞ ﾗｯｸﾘｽﾄ 2020 に掲載さ れた

付着生物が確認さ れたが、 こ れら は大阪湾沿岸部一帯に広く 分布域を拡大さ せている種であ

り 、調査海域の周辺を含めた海域の全般的な状況であり 、本事業による影響と は考えづら い。  

 ・ 適正な排水処理の実施や緩傾斜護岸の設置等を 行っ ており 、 事業者と し て可能な限り 環境影

響の回避低減が図れていると 考える。  

 

 

 

 

<凡   例> 
◆： 悪臭調査地点 
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（ i i ） 調査結果まと め 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

植物プラ ンク ト ン  R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

4 地点 

（ 廃棄物 No. 1～4）  

・ 各季の出現種類数は 31～44 種。  

（ 春季 43、 夏季 31、 秋季 39、 冬季 44）  

・ 平均出現細胞数は 864～4, 298 細胞/mL。  

（ 春季 864、 夏季 1, 964、 秋季 1, 464、 冬季 4, 298）  

・ 平均出現細胞数を各植物綱別にみると 、 全て

の季節で珪藻綱が最も 多く 、 97. 6～99. 7％を占

めた。  

・ 主な出現種で大半を占めていたのは、 夏季、

秋季、 冬季では Skel et onema cost at umが最

も 多く （ 95. 9％、 88. 8％、 98. 4％）、 春季で

は Ni t zschi a spp. （ 42. 3％） であっ た。  

動物プラ ンク ト ン  R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

4 地点 

（ 廃棄物 No. 1～4）  

・ 各季の出現種類数は 32～43 種。  

（ 春季 37、 夏季 35、 秋季 43、 冬季 32）  

・ 平均出現個体数は 32, 219～326, 734 個体/㎥。  

（ 春季 41, 731、 夏季 131, 720、 秋季 326, 734、 冬季 32, 219）  

・ 平均出現個体数を各動物綱別に見ると 、 甲殻

綱が最も 多く 66. 6～93. 7％を占めた。  

・ 主な出現種は、 春季は Oi t hona 

sp. ( Copepodi t e) が 26. 2％、 夏季は Favel l a 

ehr enber gi i  （  その他） が 26. 1％、 秋季は

Par acal ani dae( Copepodi t e) （ 甲殻綱） が

28. 0％、 冬季は COPEPODA( Naupl i us) （ 甲殻

綱） が 24. 5%を占めた。  

魚卵 R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

4 地点 

（ 廃棄物 No. 1～4）  

・ 各季の出現種類数は 0～5 種類。  

（ 春 季 4 、 夏 季 5 、 秋 季 2 、 冬 季 0 ）  

・ 平均出現個体数は、 0～8, 143 個体/1, 000

㎥。  

（ 春季 348、 夏季 282、 秋 季 8, 143、 冬季 0）  

・ 主な出現種は、 春季及び秋季はｶﾀｸﾁｲﾜｼが

96. 5％、 100％、 夏季は単脂球形卵 3 が

97. 3％を占め、 冬季は確認さ れなかっ た。  

稚仔魚 R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

4 地点 

（ 廃棄物 No. 1～4）  

・ 各季の出現種類数は 1～12 種類。  

（ 春 季 6 、 夏 季 1 2 、 秋 季 7 、 冬 季 1 ）  

・ 平均出現個体数は、 2～953 個体/1, 000 ㎥。  

（ 春季 82、 夏季 953、 秋季 49、 冬季 2）  

・ 主な出現種は、 春季はｺﾉｼﾛが 47. 2％、 夏季及

び秋季はｶﾀｸﾁｲﾜｼが 95. 5％、 40. 5％、 冬季はｶ

ｻｺﾞ が 100％を占めていた。  
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底生生物 R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

4 地点 

（ 廃棄物 No. 1～4）  

・ 各季の出現種類数は 2～15 種類。  

（ 春 季 1 5 、 夏 季 2 、 秋 季 7 、 冬 季 1 2 ）  

・ 平均出現個体数は 40～85 個体/0. 1 ㎡。  

（ 春季 78、 夏季 40、 秋季 76、 冬季 85）  

・ 平均出現個体数を各動物門別にみると 、 春季

は軟体動物門が 82. 7％、 夏季、 秋季及び冬季

は環形動物門が 100％、 99. 7％、 98. 2％を占

めた。  

・ 個体数について主な出現種を見ると 、 春季は

ｼｽ゙ ｸｶﾞ ｲが最も 多く 、 夏季、 秋季及び冬季はｼ

ﾉﾌﾞ ﾊﾈｴﾗｽﾋﾟ ｵが最も 多く 占めていた。  

・ 各季の平均湿重量は 0. 17～2. 87g/0. 1 ㎡。  

（ 春季 2. 64、 夏季 0. 17、 秋季 1. 16、 冬季 2. 87）  

・ 平均湿重量を各動物門別にみると 、 全ての季

節で環形動物門が多く （ 75. 6～100％） を占

めていた。  

・ 湿重量について主な出現種を見ると 、 春季は

ｵｳｷ゙ ｺﾞ ｶｲが 67. 6％、 夏季、 秋季及び冬季はｼﾉ

ﾌﾞ ﾊﾈｴﾗｽﾋﾟ ｵが 71. 4％～100％を占めた。  

付着生物( 植物)  

( ﾍ゙ ﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法

による目視)  

R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

１ 地点 

（ 廃 棄 物 No . 8）  

・ 春季に-1. 0～-8. 5mの範囲でｱｵｻ属、 ﾌﾀﾞ ﾗｸ、 ｲ

ｷ゙ ｽ科、 藍藻網､ﾊﾈｸﾞ ｻが出現し た。  

・ 夏季には 0. 0～-0. 5mの範囲で、 ｱｵｻ属が出現

し た。  

・ 秋季は+0. 5～-6. 5mの範囲でﾎ゙ ﾀﾝｱｵｻ、 ｱｵｻ

属、 ｲｷ゙ ｽ科、 藍藻網が出現し た。  

・ 冬季は、 +0. 5～-9. 0mの範囲でｱﾏﾉﾘ属、 ｱｵｻ

属、 ｼｵｸﾞ ｻ属、 藍藻網、 ﾂﾙﾂﾙ、 ｼｮｳｼ゙ ｮｳｹﾉﾘ、 ｲ

ｷ゙ ｽ科、 ｽｽｶｹﾍ゙ ﾆが出現し た。  

付 着 生 物 ( 動 物 )  

( ﾍ゙ ﾙﾄﾄﾗﾝｾｸﾄ法

による目視)  

R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

１ 地点 

（ 廃 棄 物 No . 8）  

・ 各季と も 観察枠全域で出現し ており 、 概し て

水深が増すにつれて出現する傾向が見ら れ

た。  

・ 主な出現種は、 すべての季節においてｱﾗﾚﾀﾏｷ

ﾋﾞ が+1. 5～+0. 5m付近に、 ﾀﾃｼ゙ ﾏｲｿｷ゙ ﾝﾁｬｸが

+0. 5～-1. 0m付近に、 ﾏｶﾞ ｷが+1. 0～-0. 5m付

近に分布し ていた。  
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付着生物（ 植物）  

（ 坪刈り ）  

R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

１ 地点 

（ 廃 棄 物 No . 8）  

・ 各季の出現種類数は 4～13 種類。  

（ 春 季 7 、 夏 季 4 、 秋 季 5 、 冬 季 1 3 ）  

・ 平均湿重量は 0. 20～4. 06g/0. 09 ㎡。  

（ 春季 3. 90、 夏季 0. 20、 秋季 2. 98、 冬季 4. 06）  

・ 平均湿重量を各植物門別にみると 、 春季は紅

藻植物門多く ( 97. 3％) 、 夏季、 秋季及び冬季

で緑藻植物門が多く （ 100. 0％、 95. 8％、

92. 8％） を占めていた。  

・ 主な出現種は、 春季はﾌﾀﾞ ﾗｸ( 81. 4％) 、 ｲｷ゙ ｽ

属( 15. 8％) 、 夏季はｱｵｻ属( 83. 6％) 、 ｼｵｸﾞ ｻ属

( 16. 4％) 、 秋季はｱｵｻ属( 30. 8％) 、 ｲｷ゙ ｽ属

( 29. 2％) 、 冬季はｱｵｻ属( 52. 8％) 、 ﾋﾗｱｵﾉﾘ

( 36. 0％) を占めていた。  

 

付着生物（ 動物）  

（ 坪刈り ）  

R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

１ 地点 

（ 廃 棄 物 No . 8）  

・ 各季の出現種類数は 60～88 種類。  

（ 春季 79、 夏季 60、 秋季 72、 冬季 88）  

・ 平均出現個体数は1 , 936～5, 613 個 体 /0. 09 ㎡ 。 

（ 春季 5, 613、 夏季 4, 197、 秋季 3, 611、 冬季 1, 936）  

・ 平均出現個体数を各動物門別に見ると 、 春

季、 夏季及び冬季は軟体動物門が多く

( 54. 5％、 40. 1％、 34. 3％） 、 秋季は節足動

物門が多く （ 47. 5％） を占めていた。  

・ 個体数について主な出現種を見ると 、 春季は

ｷﾇﾏﾄｲｶﾞ ｲ( 37. 0％) 、 夏季はﾀﾃｼ゙ ﾏﾌｼ゙ ﾂﾎ゙

( 25. 9％) 、 秋季はﾀﾃｼ゙ ﾏﾌｼ゙ ﾂﾎ゙ ( 27. 7％) 、 冬

季はｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞ ｲ 20. 6％が最も 多く を占めた。  

・ 各季の平均湿重量は 155. 43～455. 42g/0. 09m2 

（ 春季 424. 19、 夏季 155. 43、 秋季 455. 42、 冬季 234. 16）  

・ 平均湿重量を各動物門別にみると 、 春季は軟

体動物門（ 73. 9％） が多く 、 夏季、 秋季及び

冬季は節足動物門（ 79. 6％、 90. 7％、

52. 6％） が多く を占めた。  

・ 湿重量について主な出現種を見ると 、 春季は

ﾏｶﾞ ｷ31. 9％、 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞ ｲ 24. 5％、 夏季はｱﾒﾘｶﾌ

ｼ゙ ﾂﾎ゙ 42. 3％、 ﾀﾃｼ゙ ﾏﾌｼ゙ ﾂﾎ゙ 35. 9％、 秋季はﾀ

ﾃｼ゙ ﾏﾌｼ゙ ﾂﾎ゙ 54. 8％、 ｱﾒﾘｶﾌｼ゙ ﾂﾎ゙ 29. 5％、 冬

季はﾀﾃｼ゙ ﾏﾌｼ゙ ﾂﾎ゙ 38. 0％、 ｲﾀﾎ゙ ﾔ科 8. 5％を占

めた。  
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特定外来生物等 R5. 5. 12 

   8. 22 

   11. 8 

R6. 2. 7 

5 地点 

（ 廃棄物 No. 1～4, 8）  

・ 特定外来生物は確認さ れなかっ た。  

・ 付着生物の動物において、 兵庫県ﾌﾞ ﾗｯｸﾘｽﾄ

2010（ 2023 改訂版） 及び神戸版ﾌﾞ ﾗｯｸﾘｽﾄ

2020 の掲載種が確認さ れた。  

・ 確認さ れた種は、 近年、 大阪湾沿岸部一帯を

広く 分布域を拡大さ せている種であり 、 本調

査海域の周辺を含めた海域の全般的な状況で

あるこ と から 、 廃棄物受入が周辺海域の生物

に影響を及ぼし たと は考えづら い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ-6-1 植物・ 動物調査地点位置図 

＜凡 例＞

□： 植物・ 動物調査地点( 海生生物)

△： 植物・ 動物調査地点( 付着生物)


